








｢読書百遍義 (ぎ) 自 (おのずか) ら見 (あらわ) る｣ という言葉がある｡ これは ｢どんな
に難しい書でも何度もくりかえして読めば､ 意味が自然に明らかになる｣ との意味である｡ 著
者は山手短大生活学科で文章を何度も読めば理解はどうなるかについて定量的に調べてい
る [１]｡ １年生のゼミでデカルトの ｢方法序説｣ を30回読み､ 理解の程度を１回ごとに記録し
た｡ それによると､ 読む回数が増えるほど理解力の平均値は増した｡ 30回まで上がり続けてい
る｡ なかには15回ぐらいまで全く理解ができなかったが､ 15回を過ぎてから急に理解が進んだ
例もあった｡ 30回でも上がり続けるが､ 最初の４､ ５回でもかなりの向上が見られた｡





授業 ｢見えない世界｣ で文章を読み質問をする訓練を行った｡ その中で3000－4000字程度の
文章を何度も読んでもらった｡ 授業の１回の流れを要約すると次のようになる｡
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要 約
本研究は文章を何度も読む事の有効性を確かめる教育実践である｡ デカルトの方法序説を30回読ま
せた場合についての研究 [１] とは対照的に､ 比較的短い3000－4000字の文書を３度読み､ ｢読む速度｣
と ｢理解｣ について調べた｡ 速度では大きな改善は見られなかったが､ 理解では有効であった｡ また
理解と読む速度との間には強い相関はなかった｡
さらに100字以上の質問を考える｡
２. その日の資料を能動的に読むために､ 読む前に教員が用意した設問を与える｡ これは10













きずから､ ５よく理解できたまで) で記録した｡ ただし学生によっては35のような記
述をしている場合もあり､ その数値はそのまま採用している｡



















１. ２ 授業 見えない世界
上記のような授業の結果がどうであったかを述べる前に ｢見えない世界｣ という講義につい
て簡単な説明をする｡ この授業は授業名から推定されるような怪しげな内容 (超常現象等) の
講義ではない｡ 学生と話していると物事の表面だけを見て判断することが多いと感じることが
多かったので､ ｢物事の裏や原因､ あるいはいろいろな理由で見えない部分を考える｣ きっか
けになる授業を目指して2002年より始めたものである｡ 大切な授業と判断し最初から１年生前
期の必修科目として設置している｡ 2010年度の受講生は111名で３クラスに分けて講義を行っ







ないのは､ 読んでも理解できないからである｡ この授業は愚直な方法だが､ ｢何度も読めば文
章の意味は分かる｣ ことを体験させることが第一の目的である｡ 理解する方法を知ることは､
読書離れへの一助になるのではないかと考えている｡
第二の目的は疑問・質問を作る力をつけることである｡ 本学園 (神戸山手学園) の教育理念








数も載せている｡ 以下は主にこれらの目的のうち､ ｢何度も読む事｣ の効用に関して定量的に








































































































平 均 3427 0038 0026 0062 0874
図１ ３回読んだ学生の割合




読む速度はどうであろうか｡ 表２に文章毎の読みの速度 (語／秒) を示している｡ 伸びは




















































































































かなりは､ そのことを知らない｡ それどころか､ 何度読んでも解らないと堅く信じている学生
も多い [３]｡ 例えば ｢私は､ 文章を何度読んでも､ 分からないものは分からないと思っていた
し､ 分からないから読むこと自体あきらめていました｡｣ 等の意見をよく聞く｡




いたのは確かです｡｣ とか ｢わからなくとも､ 理解しようとする気持ちを持って読みなおすこ
とが大切なことだと私は思った｡｣ という意見がでてきます｡





















































































































読むのがとても遅い学生もいる｡ 集中力が切れると遅くなる｡ 集中力があるために､ 良く考え
時間がかかる場合もある｡ ２回目､ ３回目になると読む速度が遅くなる学生も多い｡
図４､ ５に個人の12回の文章の平均値の理解と速度を示している｡ １点で一人の情報を示し
ている｡ かなりばらばらであることが分かる｡ ただ原因は分からないが､ ３回目には､ 少し相
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